
文部科学省における
がん研究体制について

平成23年 2月 14日

文部科学省



文部科学

1

:

平成23年度予算案 : 197億 円※1

(平成 22年度予算額 : 172億円)

の中には、施設運営費
45億円が含まれる。

戦略 目標 :我が国の死亡原因の第一位であるがんについて、研究、予防及び医療を総合的に推進することにより、
がんの罹患率と死亡率の激減を目指す。

がんの本態解明

。科学研究費補助金

主として研究者がグループを組んで研究を
推進する「領域研究」の分野で、がん研究に関
する気的知見を得るための研究を支援。

(予算案 :21633億円の内数 )

先端医科学研究開発

1橋渡じ研究加速ネツトワークプログラム【新規】
| がんや難治性疾病等の重大な疾患に対する有

望な基礎研究の成果を着実に実用化させ、国民
へ医療として定着させることを目指す。

(予算案 :30億円)

・分子イメージング研究戦略推進プログラム
分子イメージング技術について、創薬プロセス

の改革、疾患の診断技術等への活用に向けた実
証を推進。 (予算案 :5億 円)

・オーダーメイド医療の実現プログラム

世界最大規模のバイオバンクを活用し、がん
の発症リスクに関連する遺伝子特定等を推進。

(予算案 :16億円)

戦略的がん研究

・次世代がん研究戦略推進プロジェクト

革新的な基礎研究の成果 (有望シ≦要蔓夢
厳選し、戦略的に育成するとともに、ファー
マコゲノミクス研究の成果の臨床応用を加
速する。

(予算案 :36億 円)

革新的ながん治療法等の研究開発

二放医研におけるがん治療研究等

「重粒子線がん治療法」等の開発を推進。

(予算案:72億円
※2)

・粒子線がん治療に係る人材育成プ申グュム

専門知識等を有する人材をオン・ザ・ジョブ・ト
レーニング等で育成。 (予算案:0.7億円)

・国立大学法人運営費交付金の確保
大学におけるがん治療研究等を推進。

(予算案 :18億 円)

ヽ プ
※2:平成23年度予算藝

大学病院における取組

がんセンター等の横断的にがん治療等を行う
診療組織の設置等による診療の充実

がんプロフェッショナル養成プラン
がん医療の担い手となるがん専門医師及びがん
に特化した医療人の養成を行うための大学の取
組みを支援       (予 算案 :20億円 )

医 学 部 教 育 に お け る 取 組

「医学教育モデル・コア・カリキュラム」
に基づくがんに関する教育の実施

※ 1:平成23年度予算案 197億円の他に科学研究費補助金 (予算案2,633億円の内数)に よるがん研究がある。
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後天的ゲノム  イヒ合物医療抗体作成  構造解析
装飾創薬基盤 ライプラリー

平成 23年度予算案 : 36億円 (新規 )
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次世代がん医療創生研究HQ
・研究方針の決定
・プログラム全体のマネジメント
・国内外のがん研究動向調査
・ステークホルダーを含めた会議の開催
・各チームが共有する研究支援基盤の整備

等を実施

革新的がん医療シーズ育成チーム

ex.革新的な新規分子標的
→分子標的としての有用性の確認tこれに対

する阻害剤等の化合物の探索、実験動物の機

藤鱗言羅蛙写騒 語季21彗ぽご
ロセスを一

がん臨床シーズ育成チーム
ex.新規バイオマーカー
→ヒトがん発生・進展の分子機構に対する深

ゴ鷲i鋼難難縫晦頚
がん薬 物療 法 の個 別 適 正 化 プログラム
フアーマコゲノミクスの成果の臨床応用に向

けた取組を推進
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有望なシース  がんへの
の厳選   影響評価系

機能を阻書する
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倫理問題
への対応

オミックス

研究基盤

次世代がん研究戦略推進プロジェク ト

背景・課題

○ が々は日本国民の最大の死亡原因。現在では3人 に 1人、
近い将来国民の半数が、がんにより死亡すると予測。

○ 国内の基礎的がん研究の優れた成果が、バイオベンチャー
の不在等により、次世代がん医療の開発に生かされないた
①甲本発の医薬品が上市されず欧米企業の医薬品が世界市
を席巻 し、②日米の基礎研究に対する公的投資の格差が
してお り、研究開発の失速、研究人材の散逸、国際競争力の
低下、がん克服に向けた展望の途絶などが懸念。

○ 限られた資源を社会的なニーズの高い、膵がん・肺がん・月干がんを初めとする
難治がんに集約し、世界をリードする研究領域・研究者へ戦略的に重点画三分

○ 革新的な基礎研究の成果(有望シーズ)を厳選、戦略的に育成し、臨床研究
へと研究を加速.

最曇J仄≒菫又了藉ヲ
発
⇒畿顆贔

がん臨床シーズ育成チーム

モデル動物



文部科学省における研究事業の流れ
(次世代がん研究の例 :検討中の案 )
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文部科学省におけるがん研究の取組
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対がん10カ年総合戦略等

がん対策基本法

文部科学省における
がん研究の取組

H16～ H25

第3次対がん

10カ年総合

▼H18,6成立

▼H19.4施

-H19.6～ がん対策推進基本計画
―
ヽ
―

|んTR事業

3橋渡し研究支援推進プログラム
→
分子イメージング研究プログラム(第 I、

=期
)

●  :

人の遺伝情報に応じた個

H6
～ H9

H10～ H

がん重点

H12

研究

S41-H5
がん特

医療の実現化プロジェクト(第 1、 Ⅱ期)

粒子線が 治療の臨床研究

悪性新生物(がん)が

死亡原因の 第1位と4

H6～ H15

がん克服

新 10カ 年戦略

究開始、H15先進医療承認、H21までに5,000症例に適用)
(H6臨




